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食
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食
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おおおお

申申申申

しししし

込込込込

みみみみ

受

付

開

始

受

付

開

始

受

付

開

始

受

付

開

始    

  

今

年

も

例

年

通

り

、

八

月

九

日

に

大

施

食

会

が

厳

修

さ

れ

ま

す

。

鏡

徳

寺

で

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

ィ

ル

ス

感

染

症

対

策

の

為

、

今

年

に

限

り

檀

信

徒

の

皆

さ

ん

は

法

要

に

参

加

し

な

い

で

、

近

隣

の

僧

侶

だ

け

で

行

な

い

ま

す

。 

申

し

込

み

や

卒

塔

婆

の

受

取

り

は

例

年

通

り

で

す

。 

檀

信

徒

の

皆

さ

ま

に

は

、

第

十

一

号

寺

報

（

今

号

）

と

共

に

申

込

用

紙

を

お

届

け

し

て

い

ま

す

。

あ

ら

か

じ

め

ご

記

入

の

上

、

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

（

書

き

方

が

判

ら

な

い

方

は

白

紙

で

お

持

ち

下

さ

い

。

） 

 

 

遠

方

の

方

は

現

金

書

留

で

も

受

け

付

け

て

い

ま

す

。 

  

お

申

し

込

み

期

間

は

 

七

月

一

日

七

月

一

日

七

月

一

日

七

月

一

日

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

七

月

末

七

月

末

七

月

末

七

月

末

 

ま

で

。 

  

な

お

、

法

要

当

日

の

混

雑

緩

和

の

た

め

、

卒

塔

婆

の

受

取

り

は

八

月

九

日

の

午

後

か

ら

に

お

願

い

し

ま

す

。 

卒

塔

婆

の

受

取

り

は

、

九

日

の

午

後

か

ら

お

盆

の

頃

ま

で

に

取

り

に

見

え

て

く

だ

さ

い
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観

音

堂

修

復

観

音

堂

修

復

観

音

堂

修

復

観

音

堂

修

復

完完完完

了了了了    

 

観

音

堂

の

修

繕

が

終

わ

り

ま

し

た

。

こ

れ

を

記

念

し

て

内

部

を

一

般

公

開

し

ま

す

。

日

時

は

八

月

十

日

九

時

～

十

七

時

迄

で

す

。

内

部

公

開

は

今

回

限

り

で

す

。

こ

の

機

会

に

是

非

、

間

近

で

観

音

様

に

お

参

り

し

、

修

繕

し

た

須

弥

壇

、

宮

殿

、

格

天

井

な

ど

も

ご

覧

く

だ

さ

い

。 
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日

立

空

襲

慰

日

立

空

襲

慰

日

立

空

襲

慰

日

立

空

襲

慰

霊霊霊霊

供

養

供

養

供

養

供

養    
し

ば

ら

く

途

絶

え

て

お

り

ま

し

た

日

立

製

作

所

内

で

の

六

月

十

日

の

慰

霊

祭

を

今

年

か

ら

再

開

い

た

し

ま

し

た

。

来

年

も

行

な

う

予

定

で

す

。 

人

数

制

限

が

ご

ざ

い

ま

す

。

参

列

を

ご

希

望

の

方

は

事

前

に

鏡

徳

寺

へ

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。 

               

鏡

徳

寺

鏡

徳

寺

鏡

徳

寺

鏡

徳

寺    

境

内

墓

地

分

譲

中

境

内

墓

地

分

譲

中

境

内

墓

地

分

譲

中

境

内

墓

地

分

譲

中 

幾

つ

か

空

い

て

い

ま

す

の

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

前

の

水

屋

か

ら

比

較

的

近

い

平

坦

な

所

（B

地

区

）

で

す

。

大

き

さ

は

、

2
.4

ﾒー
ﾄ
ﾙ

×1
.4

ﾒー
ﾄ
ﾙ

（3
.3

6

㎡

）

で

、

永

代

使

用

料

は

、

平

米

十

五

万

円

で

す

の

で

、

約

五

十

万

円

ぐ

ら

い

に

な

り

ま

す

。 

         寺

墓

地

は

法

事

の

後

、

直

ぐ

に

お

参

り

が

で

き

る

な

ど

利

便

性

が

良

い

の

で

人

気

が

あ

り

ま

す

。 

  

※

そ

の

他

、

墓

じ

ま

い

や

永

代

供

養

に

つ

い

て

な

ど

、

い

つ

で

も

ご

相

談

く

だ

さ

い

。 

               

鏡

徳

寺

イ

ベ

ン

ト

案

内

 

☆☆☆☆

月

例

坐

禅

会

月

例

坐

禅

会

月

例

坐

禅

会

月

例

坐

禅

会    

 

毎

月

第

二

日

曜

日

、

午

後

二

時

よ

り

坐

禅

会

を

開 

催

し

て

い

ま

す

。

お

申

し

込

み

は

不

要

。

檀

信

徒

以

外

の

方

も

可

。

皆

さ

ま

お

誘

い

あ

わ

せ

の

上

、

お

気

軽

に

ご

参

加

く

だ

さ

い

。 

 

☆☆☆☆

秋秋秋秋

のののの

落

語

会

落

語

会

落

語

会

落

語

会    

 

毎

年

楽

し

み

な

落

語

会

で

す

が

、

本

年

は

中

止

い

た

し

ま

す

。

万

邦

和

楽

（

ば

ん

ぽ

う

わ

ら

く

）

、

仏

さ

ま

の

願

い

ど

お

り

楽

し

い

ひ

と

時

を

笑

っ

て

健

康

に

過

ご

し

ま

し

ょ

う

、

と

の

思

い

で

開

催

し

て

き

ま

し

た

が

、

感

染

症

対

策

な

ど

整

え

て

か

ら

考

え

て

ま

い

り

ま

す

。 

 
鏡

徳

寺

一

問

一

答

 

お

し

え

て

お

寺

さ

ん

！

 

Ｑ

．

古

い

卒

塔

婆

ば

ど

う

す

れ

ば

よ

い

の

？ 

Ａ

．

そ

の

墓

地

の

管

理

人

の

指

示

に

従

う

の

が

原

則

で

す 

 

 

通

常

三

～

四

年

は

立

て

て

お

き

ま

す

。

塔

婆

立

て

に

入

り

き

ら

な

く

な

っ

た

り

、

文

字

が

読

め

な

く

な

っ

た

卒

塔

婆

は

、

鏡

徳

寺

で

は

、

魂

抜

き

を

し

て

御

焚

き

あ

げ

供

養

し

ま

す

。

処

分

し

て

貰

え

な

い

墓

地

の

方

は

お

持

ち

下

さ

い

。

檀

信

徒

の

卒

塔

婆

（

鏡

徳

寺

で

申

し

込

ん

だ

卒

塔

婆

）

に

限

り

、

御

焚

き

あ

げ

致

し

ま

す

。 た

だ

し

他

寺

や

神

社

の

も

の

は

引

き

受

け

ま

せ

ん

の

で

、

持

ち

込

ま

な

い

よ

う

に

お

願

い

し

ま

す

。 

 
 


